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西ジャワ，バンドン盆地南西縁における地形発達が農業景観の差異に与える影響
Geomorphic development in a basin fringe in West Java and its effect on agro-landscape
differentiation
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西ジャワ，バンドン盆地の南西縁では，盆地底に連なる小扇状地の背後に，新第三系火山岩・火砕岩が侵食された丘陵
地と，それに覆いかぶさる中期（？）更新世の開析された火山が連なっている．このような地形の配置が形成されてきた
過程を発達史的に考察した．この地域には，タケ栽培を組み込んだ特異な輪作で特徴づけられる伝統的な農耕が，他の耕
作様式とすみ分ける形で残っていて，湿潤熱帯傾斜地でのサステナブルな土地利用の一つとして注目されている．その存
続に関わる地形条件（表層地質や水文の条件も含む）の地域的差異を調べ，その差異を作り出した地形発達史との関係に
ついて検討した．その結果，開析史を反映した，局地的急斜部をともなう複雑な斜面が，広域的な伐採を要する耕作方式
にとって阻害要因になる一方，小規模な水源を多数確保して，こまごまとした耕作の場を提供していることが窺われた．
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